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かみしょこっ

「上渚滑」図幅の野外調査は，昭和 54 年から昭和 57年にかけて実施された。

野外調査に当たっては，図幅南東部の新第三系を八幡が，オホーツク海沿岸域

の第四系を松下が，その他については松波が担当した.野外調杏後，長年月を

経ることとなり，その問，本地域や周辺の地質系統について多くの知見が得ら

れてきている.白亜系一古第三系については間近ほか(1 988) ，八幡ほか(1 988) ,

田近 (1989 ， 1992) など，新第三系については八幡ほか(1988) ，八幡・西μ(1995) ,

八幡(1997) などである.説明書のとりまとめは上記文献を踏まえ松波が行っ

た.本図幅片Iの地層名の多くは，基本的に上記した丈献の地層名を踏襲した.

地層の定義等は上記文献を参照されたい.

本報告のとりまとめに当たって 白亜系~古第三系について当所田近 淳表

層地質科長に多くのご教示を受けた.本報告に用いた岩石薄片の作製は 211所μ

間替修一氏による.さらに，守島克之地域地質部長には本報告書全般にわたり

ご検討いただいた.上記の方々に深く感謝する次第である.

I 位置および交通

「←トJ者 i骨」凶幅地域は，北海道東北部の北緯44°10' -44ー20'，東経 143
0

15'

-143°30' の範凶に位置している.本地域は網走支庁管内紋別市および湧別町

* 元北海道立地質研究所(現 マルイシジオテクノ株式会社)
** ク (現 トキワ地研株式会社)
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に属する.

オホーツク海j白いには国道238号線が，西縁部の渚滑川沿いには同道273号線

が，そして中央部の藻笹川沿いには道々紋別一丸瀬布線が通り，本地域の主要

道路網を形成している.

E 地形

「上渚滑」図幅地域はオホーツク海に面しており，地域内の最大標高は

450.6m である.第 1 凶に本地域の接峰面図を示した.

ヤ

一← 一一一 一一寸

オホーツク淘

。

b=

第 1 図接峰面図
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渚滑川の東側では，大同的に海岸線から内陸部にかけて標I白 10~50m の台地，

標高80~250m の丘陵，標高250~450m の山地が，海岸線にほぼ、ド行して配列

する.また，渚滑川の西側には，標，f，'j100~300m の山地が発注する.

海岸域の台地は幅 2 ~ 3km で，やや開析された面を形成しており，海跡湖

(コムケ湖)の発達により台地IIJ)~が制限されている .fr地表I面には段丘砂磯層

は発達せず，し追わゆる重粘土(疑似グライ土)が!亨く分布する. '1111J ・高木(1 984)

は，オホーツク海沿岸平野の地形特性を研究するLl Iで，本地域の海岸沿いの台

地を 2 ~ 3 面の段丘面に区分している. しかし，現地踏査および、空中写真判読

では，明瞭に地形面を l豆分できるような傾斜の遷急点は認められず，山際線か

ら海岸まで一連の地形面からなる.

丘陵地形は海岸台地の内陸側(本地域の rll 央部)に発達する.これらの正陵

部で標高の品ーい部分(渚滑川下流右岸域およびオンネコムケナイ川西 jJ 域)は

新第三紀の玄武岩溶岩分布域に相当し，比較的なだらかな盛りトーがりを早する.

山地は本地域の南半音 IS に発達する.藻笹川の東側は流紋~~'?容先および同質火

砕岩類の新第三系からなり，)L味を帯びた丘陵性の山容を呈するのに対して，

両側は新第三紀貫入岩類が卓越し，やや急峻な山容を土佐する i者i骨川の西側の

山地は.新第三系の火砕岩類からなる部分は丸味を帯びた丘陵性の山容，白亜

系一古第三系からなる部分はやや開析が進んだ山存をしめす.

段丘地形は渚 j骨川および藻笹川沿いに発達しており， 3 つの而に区分される.

このうち，最も低位の出は完新世の沖積段丘と考えられ，現河床堆積物に一括

した.本図 l隔では上院 2 面のみを段丘堆積物 (tl' tz) として扱かった.その

他，シブノツナイ川流域にたに相当するとみられる段正面がわずかにみられる.

前述した台地と丘陵の境界部や丘陵と現河床面の境界部には多くの場合，緩

傾斜をなす斜面地形が認められる.これらの白日には崖錐堆積物が含まれる.

沖積低地は，渚滑川および藻笹川を始めとしたオホーツク海に注ぐ各河川沿

いに発達し，海岸台地を刻んでいる.海岸線に沿って幅数 10m の砂州が発達し，

砂州上には高さ数 m の浜堤が形成されている.海跡湖であるコムケ湖周辺に

は泥炭を合む低地が発達する.コムケ湖は大部分が水深 2 m 以下で周辺に低

湿地が多く，融雪期には周同に氾濫する.

なお， ?者滑川の現 i走路は切峰面図上で示される低地苛 (50m コンター)の連

-3-



なりの西側に沿っており ， i者滑川沿いの沖積低地帯では西側への傾動が推定さ

れる.

E 地質概説

「上渚滑」図幅地域は北海道東北部のオホーツク海沿岸域に位置し，北海道

ql生界の地質構造区分では日高帯と常日帯にまたがる地域に相当する.また，

新第三紀のいわゆる北見グリーンタフの分布域である.本地域を構成する地質

系統は，中生界(白車系)-古第三系，新第三系(中~上部中新統)および第

四系からなる(第 l 表) .第 2 図に地質概略図を示した.

中生界(白亜系)--.-古第三系

白亜系~古第三系は図幅地域の両半部に分布する日高累層群と南東隅に分布

する湧別層群からなる.

H 高累層群はターピダイト性の砂岩・泥岩およびそれらの混在岩を主とし，

磯岩・緑色岩類が伴われる.本層群は南北に分布する新第三系分布域に分断さ
かみまる つえんこたん たつうし

れ，ほほ 3 列に配列する.これらは東から上丸層，上古丹層，立午層に i豆分さ

れる(田近， 1989). これらの区分は地質層序区分ではなく，岩相による構造

層序区分である. 上丸層は薄層理~厚層理砂岩泥岩互層と緑色岩類から構成さ

れる. t二 I可汁!吾は主として砂岩・泥岩およびそれらの混在岩からなり，←官Eに

礁岩・緑色岩類が伴われるJr.午層は主として石灰質団塊を含む泥岩から構成

される.湧別層群はi尼岩一砂質泥岩からなる.

日高累層群および湧別層群の堆積時代は，放散虫化石から白亜紀後期一占第

三紀(暁新 l吐~始新世)とされている(田近・岩田， 1990; 田近・八幡， 1991

;田近， 1992 などに

新第三系中~上部中新統

新第三系は， ド位より鴻之舞層・藻別層・御西層・紋別玄武岩・共進層・

緑陰玄武岩からなる.鴻之舞層は j毎成層で，他は陸成層である.堆積時代は，

火山岩類の K-Ar 年代などから，鴻之舞層は中期中新世， t哀別層は rt 1 -後期中

新世，御西層と紋別玄武告は後期中新世である(八幡・両戸， 1995). 共進層

と緑陰玄武岩の堆積時代は不明であるが，層位関係から後期中新世と考えられる.

-4-



鴻之舞層は南接する「丸瀬布北部」図幅(八幡ほか， 1988) 地域では上部層

とド部層に 2 分されるが，本地域で、は上部層のみが中央部に広く分;布する .J:

部屈は77相と重なりから，碑~'{~.砂岩層， ?尼岩層・石英安山岩質火砕持層・安山

岩質火砕岩国・安山岩溶岩および砂岩層に区分される.

藻別居は陸域に噴出・堆積した酸性の火山噴出物より構成され部に;玄武

岩溶岩を伴う.本図幅の東部および西部の 2 地域に分かれて分布する.東部で

は上モベツ流紋岩溶岩部層・シブノツナイ火砕岩部層・弘道玄武岩部層が，西
うえん とんよんごサ〉

部では上古汁四号川蝶岩部層・白樺峠火砕岩部層が分布する.藻別層は鴻之舞

第 1 表地質総括表

地質時代 阿部 部東 貫入岩頼

鳥羽!日・立]
新 I .I 御丙層 On ト -r--------~------ ーー・ーーー・・・園
第| 寸・・・・・・・ 1藻:白樺峠火砕岩( 弘道玄武宕部層 間)

中 I IlJ1J~部層 Md 75 ら74Jhl 必品店 -Yt

紀 I! I I!層「 LL古品目!日 -1主ス、清幅一ー I
匹 I !Iv!:磯宕部屑 MC: 溶岩部層 M仁川}ムーーー
I---，・・・・・・==~============~---._.~-----

中|鴻 I KUl 安山岩総岩

則之 l 仁 KUa 安山岩質火砕湖
町鑑;部 Iくじ s 砂岩層

日 i 層 KUd 石英安山岩質火砕岩層

:klj KUm 泥宕層
一ードK ;n.u KUc 磯掛砂岩層

・・・・・・..........圃・・圃・・・圃
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層とは大規模な不整合関係にある.

御両!吾は鴻之舞層を不整イ!?に覆って，図幅北端部にわずかに分布する.主と

して軽石凝灰岩・砂古からなる.上位を整介関係で紋別玄武告が覆う.

共進層はi業別層を不整合に覆って，図幅東端部にわずかに分布する.砂岩泥

仁コ第四系

~制IJ 止、!rC{'I~' ，¥，i除止('Vi';

じニニコ 御阿 Ir1·;七 j色川

議iiI!解

匡言鴻之緯層

圏雪新第一紀粛入類

'1 車系~古第←系

第 2 図地質概略図

- 6



岩田国からなる.また，図幅南東隅には，藻自Ij層を不整介に覆って緑陰玄武岩

が分布する.

第四系

第四系は，オホーツク海沿岸域の台地を構成する小l[lj層，ヤッシュシナイ川

最上流域にわずかに分布するヤッシュシナイ川層，河岸段丘堆積物，斜面堆積

物， I:兵堤堆積物，現j口J床堆積物および湖浜堆積物からなる.

背中生界~古第三系

本図幅地域の中生界~古第三系分布域は，北海道の中生界の地質構造区分 L

日高帝と常呂帯にまたがる.本報告では，西半部に分布するものを日高累層群，

東南隅に分布するものを湧別層群と呼ぶ.本図幅を含む日高帝北部の LJ 高累層

群の堆積時代は， 1980年代に白亜紀後期のサントニアンーカンパニアンあるい

はマストリヒチアンとされていたが(田近・岩田， 1983; 岩田・加藤， 1986) ,

1990年代に古第三紀暁新世や始新世を示す放散虫化石が周辺地域から発見され

(君波ほか， 1990; 田近・岩田， 1990) ，日高帝北部に古第三系が!よく分布す

る可能性が強くなってきている.一方， ~勇別層群は上部白亜系~古第三系とし

て取り扱われている(田近・八幡， 1991).

田近ほか(1 988) ・八幡ほか(1 988) は，本同幅に南接する「丸瀬布北部」・

「立牛」図幅地域における白亜系~古第三系を再編・再定義した.本図幅では，

旧近ほか(1 988) ，八幡ほか(1 988) ，田近(1 992) の fX:分を踏襲する.

N. 1 日高累層群

同幅西半部に分布する日高累層群は，南北に分布する新第三系に分断され，

ほぼ 3 列に配列する.東側から，上丸層・上古汁層・立午層に区分される(田

近ほか， 1988; 八幡ほか， 1988; 間近， 1992). これらの区分は地質層序区分

ではなく，岩相による構造層序区分である.

N.1. 1 上丸層 (Ka ， Kg)(田近ほか， 1988; 八幡ほか， 1988; 田近， 1992)

八幡ほか (1988) の仁丸コンプレックスに相当する.元紋別附近の藻笹川の

両側に分布する.本層は砂岩優勢の薄一厚層理砂岩泥計互層および緑色計類か
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らなる.東縁のフンベオマナイ川附近では数10cm オーダー，元紋別附近では

数10cm -数 m オーダーの互層をなす.砂岩は暗灰色を呈する細-ql粒の石質

~長石質ワッケである.露頭に乏しいが，五層部は見掛け上ほとんど変形して

いない.

緑色岩類は藻髄川右岸:ifh、に南北方向で分布する.サブオフィチック組織を

示すドレライトと少量の玄武岩の泣入岩からなる.残留鉱物は単斜輝li .斜長

石であり，般に炭酸塩鉱物・緑泥討が普遍的な変質鉱物として合まれる(第

3 凶).

本層の層厚は見掛けI

第 3 図

上丸層 J ~1 のドレライ

トの顕微鏡写真.横

幅は 3 mm (J単ニコ

ル)

N. 1. 2 上古丹層 (Us ， Um, Uc) (田近ほか， 1988; 八幡ほか， 1988; 間

近， 1992)

八幡ほか(1 988) の上古丹コンプレックスに相当する.クッチャナイ右沢川

から渚滑川右岸側丘陵部にかけて，幅 2 - 3km で図幅西部をほぼ南北に縦断

して分布する.本層は主として砂岩・泥岩・緑色岩類からなり，一部にレンズ

状の砂岩と泥質基質からなる層理の破断した砂岩泥岩互層，および泥岩・砂

岩・チャート・珪質泥岩などの円機一亜円礁からなる蝶岩を伴う.

南接する「丸瀬布北部」図幅では，砂岩・含際砂岩・礁岩・泥岩およびそれ

らの混在岩相からなる砂岩ユニット，泥岩と緑色岩類からなる泥岩ユニットが，
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見掛けJ..整合的に繰り返し累重している(八幡ほか， 1988). 本地域ではこれ

らの区分は不明瞭であり，大部分は砂岩ユニット (Us) に相当するとみられる.

砂岩ユニット中の砂岩は以色~暗緑以色を呈する石質一長石質ワッケである.

砂岩ユニット中に含磯砂岩・磯岩からなる磯岩層 (Uc) が挟まれる.規模の

大きなものは鴻輝川上流域に分布する.合磯砂岩や磯岩は任 1 ~ 10cm の円礁

からなり，基質は砂岩である. ?fl己岩ユニット (Um) として明瞭にR分される

ものは鴻輝川下流域にのみ認められる.泥岩ユニット中の緑色岩類は玄武岩枕

状溶岩および玄武岩のシート状泣入岩体(厚さ数 m) からなる.これらは斜長

石・単斜輝石の斑品をもっ玄武岩で 炭酸塩鉱物・緑泥石などが普遍的な変質

鉱物として含まれる.

本層の層厚は見掛け上2 ， 000m である.

N. 1. 3 立牛層 (Ta) (田近ほか， 1988; 田近， 1992)

隣接する I?竜上」および「立午」両図幅地域に!ム-く分布する地層であり，本

凶帽で、は南西端の j者i骨川右岸山地および北西端の渚滑川左岸山地に分布する.

ほとんどが暗灰色泥岩からなり，珪質泥岩および砂岩が稀に伴われる.泥計の

一部には最大径 1 ill 大の石灰質団塊が含まれる.砂右は j尼岩中に不規則に混

じり合っている.本層は層理が不明瞭であり，詳細な構造は明らかにし難い.

本層の層厚は見掛け上 1 ， 500m 以 tである.

第 2 表 日高累層群から産する放散虫化石(I興部」図幅内;君波ほか， 1990)

Loc.l (緑色珪質長計)

Cornutdlasp.

Podocyrtissp.A

Theocarnpcsp.

fヲLylosp !l aera sp.

L｣2J.;.) (黒色泥岩)

LiLhomiLralim 沼 La

Podocyrtissp.A

Amphisρhaera sp.

Pcripha θna cf.dec οla

Spο 'ngur ・us sp.

Loc.l (縁色珪質泥岩)

Podocyrtissp.A

Thθocampe cf.mongolfieri
Theocamp θsp.

Spοη guru 日 sp.

Sty]osphacrasp.

Loc.3 (黒色泥計)

Pυdο cyrtis sp.

SpongodiscllSsp.
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N. 1. 4 産出化石と時代

本凶幅地域では石灰質有孔虫や放散虫化石の検討は行われていない.南接す

る「丸瀬布北部」図幅地域の「上丸層」の泥岩・凝灰質頁岩からカンパニアン

~マストリヒチアン前期の放散虫化石が認められている(田近・岩田， 1983;

IwataandTajika, 1989; 八申香ほか， 1988).

君波ほか(1 990) は，本国幅の北西に接する「興部」図幅地域(長谷川・魚

/

小

立牛層分布域
と-こゴ

4km

第 4 図 「興部」図幅内の放散虫化石産出地点(君波ほか ， 1990)
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住， 1975) の「瑠橡層」の珪質頁岩および泥岩から古第三紀始新世の放散虫化

石を報告している(第 4 同・第 2 表) .このうち Loc.2および Loc.3は主とし

て塊状の黒色泌岩からなり(君波ほか. 1990). 本凶幅北西端の立午国の北西

延長部に相当するとみられる. また I立牛」図幅地域の「立午層」の珪質泥

岩からも始新世の放散虫化石が認められるとされている(田近. 1992). なお，

君波ほか(1990) の Loc.1 (第 4 図)を含む地層は，上官丹層に相当する可能

性が指摘されている(田近. 1992). これらのことから立午層および上古丹層

の時代は古第三紀始新世と推定される.

N. 1. 5 地質構造

本図l隔地域の十l 高累層群(上丸層・上古丹層・立午層)は，全体として南北

に伸長し 3 列に配列する.各地層聞には新第三系分布域あるいは沖積層(渚滑

}/I) 分布域が存在しており，各地層が直接，接する関係はみられない.しかし，

隣接する「丸瀬布北部」および「立午」図幅地域では，上九層と t古丹層は断

層関係，立午層は卜一古丹層の上{立に整合的に累重する(間近， 1992).

上丸層は，ほほ N-S ないし NNW-SSE の走向を示し，西側に 20" ~30° 傾斜

した|司斜状構造をしめす.続色岩の道入附近では局部的に東傾斜を示す.

上占汁層は分布域を横断する NE-SW 系および NW-SE 系の l祈層により 4 ブ

ロックに分割される.明瞭な走向・傾斜を測定しえる個所は少ないが，多くは

NNW-SSE ないし N-S の走向を示し，両側に 65"~90U 傾斜しているとみられ

る.

立牛層は層理が不明瞭であり，詳細な構造は明らかではない.凶幅南西端の

立牛層は，隣接する I? 竜上」・ 「立午」図幅地域では NE-SW ~ N-S の走向

で西傾斜の同斜構造を示すとみられている(田近ほか. 1984).

N. 2 湧別層群 (Yu) (長尾. 1960)

本l苅幅では南東隅にわずかに分布する.隣接する「中湧別」および「遠軽」

両図幅地域に広く分布する.暗灰色泥岩~砂質泥岩からなる I中湧日Ij J 図幅(長

尾. 1962) 地域の「芭露層 J. I遠軽」図幅(田近・八幡， 1991) 地域の「熊ノ

沢層」の延長部に相当する I熊ノ沢層」からは白亜紀後期の放散虫化石が産

出している(田近・八幡. 1991).
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V 新第三系

本図幅地域および周辺地域の新第三系の層序については，高橋ほか(1936) ,

竹内(1942) ，通商産業省(1969) などにより確立・再編されてきた.八幡ほ

か(1988) は，本図幅に南接する「丸瀬布北部」図幅において，従来の新第三

系層序を再編・再定義した.また，八幡・西戸(1995) は，再定義された地質

層序に基づき本図幅地域から「丸瀬布北部」図幅地域にかけた地域における新

第三紀火山活動と構造運動について総括した.本図幅では，基本的に八幡ほか

(1988)，八幡・丙戸 (1995) の地質層序を踏襲した.

本地域に分布する新第三系は，下位から海成堆積岩類からなる鴻之舞層，陸

成の火山噴出物および湖沼性堆積岩類からなる藻別層・御西層・紋別玄武岩・

共進層・緑陰玄武岩に区分される.以上の各層は互いに不整合関係にある.貫

入岩類は安山岩・石英安山岩・流紋岩および花両斑岩からなる.

V. 1 鴻之舞層 (K) (八幡ほか， 1988)

本層は，図幅中央部を南から北に流下する藻瞳川，ヤッシュシナイ川および

オンネコムケナイ川の各流域に分布する.本図幅に南接する「丸瀬布北部」図

幅では，鴻之舞層は下部層・上部層に区分される.下部層は泥岩砂岩層を主体

とし，上部層は磯岩層・泥岩層・砂岩層のほか石英安山岩質~安山岩質火山噴

出物が伴われる. しかし，本地域には下部層は分布しない.

V. 1. 1 上部層 (KU)

上部層は礁岩・泥岩・砂岩の堆積岩類と火山噴出物からなる.全体として下

部で堆積岩類が，上部で、火山噴出物が卓越する.岩相と重なりから，礁岩砂岩

層，泥岩層，石英安山!fi質火砕岩層，安山岩質火砕岩層，安山岩溶岩および砂

岩層に区分される. 上部層の各{間柱状対比凶を第 5 図に示した.

〈磯岩砂岩層> (KUc)

本層はヤッシュシナイ Jll rt" 流から藻鑑川下流弥生橋附近，および図幅北端部

の丘陵域(紋別山山腹)に分布する.この他，図幅南西部の清瀬川上流域に分

布する.鴻之舞層上部層の最下層である.

ヤッシュシナイ川中流域では，蝶岩・砂岩・泥岩の互層からなる.際岩の際
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は径 1 ~ 3em，最大 5 em であり， 十三としてド位の日 高県層群に由来した砂

利・泥77からなる.円麿!支は良好である.砂岩は時以色の綱粒ー III粒砂岩であ

り，比較的淘汰は良い.砂お・泥岩には黒色の炭質物がしばしば合まれる.藻

笹川弥ft.橋附近では，径 2 ~ 5em の Ifl離を主体とする疎むからなり， 上部に

|白]かつて粗粒砂岩に移行する.紋臼Ij山山腹では露頭に乏しいが， I日竜昇殿鉱

山の探査ボーリングにおいて山市.系の上位に細際岩・砂岩が分布することが確

認されている(藤原・二間瀬， 1970). 清瀬川上流域では時灰色の中~細粒砂

岩からなり，蝶坑ーは伴われない(第11 図) .全体として，機岩は本地域の北部

で卓越し，南方に向かうにつれて砂岩が主体となるものとみられる.

本層の層厚は，ヤッシュシナイ川中流では最も厚く 200m 以上である.また，

紋別山山腹では20~40m，清瀬川上流域では80m 以上である.

〈泥岩層> (KUm)

本層は鴻之舞 lぽ上古 1;1百の主体をなす地層であり，藻笹川と渚滑川に挟まれた

南北に伸びる丘陵域に広く分布する.その他，ヤッシュシナイ川中流域から藻

髄川弥牛橋附近にかけての地域，シマララギ川下流域， 上モベツ川下流域およ

び清瀬川 i二流域に分布する.黒色一暗灰色泥岩を主とし，風化した泥岩は鱗片

状を呈する.本層の上部ではしばしば細粒~粗粒凝版岩および砂岩を伴う.

地域北端の紋別市新生附近で、は泥岩から泥岩砂岩互層に移行する.そこでは，

10~60em 単位のやや凝灰質な淡灰色泥岩と暗灰色粗粒砂岩の有律互層からな

る.

卜位の蝶岩砂岩層 (KU c)とは整合関係にある.本層の層厚は 130~200m で

ある.

〈石英安山岩質火砕岩層> (KUd)

本層は藻別から土藻別にかけての藻費量川流域およびヤッシュシナイ川中流域

に分布する.本層の分布域の南限は上モベツ川附近である.

主として淡緑灰色軽石凝灰岩・粗~細粒凝灰岩からなり，火山喋凝灰岩・砂

岩および泥宕が伴われる.模式的な岩相は藻別東方正陵域に見られる.そこで

は，下部は泥岩や安山岩などの異質岩塊や岩片を多数含有する軽石質凝灰岩・

凝灰角際岩から，中部は 5 ~10mm の発泡した軽石に特徴づけられる軽石凝灰

岩から，そして上部はやや砂質になり葉片状の軽石の葉理状配列がみられる軽
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石凝灰岩と平行層理の発達した粗~細粒凝灰岩からなる.これらの凝灰岩類の

火山ガラスの多くはモルデン沸石やスメクタイトにより交代されている.藻別

南西方丘陵域では，最下部に 1 em 大の異質亜角際~円礁を砂質凝灰岩~凝灰

岩が埋めた，淘汰の悪い凝灰質蝶岩からなる.

下位の泥岩層 (KUm) とは整合関係にある.本層の層厚は30-200m であり，

藻別附近の藻笹川流域で最も厚く東方および南方に向かつて急激に薄化する.

〈安山岩質火砕岩層> (KUa)

本層は藻別以南の藻笹川流域および]二モベツ川流域から，南接する「丸瀬布

jヒ青 ~J 図幅地域(八幡ほか， 1988: K5 に相当)に分布する.

緑褐色一褐色火山際凝灰岩・!軽石質粗粒凝!火岩からなる.火山際凝灰岩は安

山岩岩片を主とし，他に泥岩・砂岩片を含有する.基質は火山ガラスを主とし，

斜長石. fl· 英と少量の師右.からなる.火山ガラスは大部分スメクタイトに交代

されている.

本層は r. モベツ) II ド流域では泥岩層 (KUm) を，藻瞳川流域およびシマラ

ラギ四線川上流域では石英安山岩質火砕岩層 (KUd) を整合に覆う.本層の層

厚は 20-60m である.

Si02
Ti02
Al203
FeO*

MnO

MgO

CaO

Na20
K20

P205
ig.loss

total

第 3 表 鴻之難層上部層中の安

山岩の全岩主化学組成

(八幡・西戸， 1995)

安山岩

KY-624

64.47

0.99
14.9,4
6.51

0.16

0.70

4.47

3.60
1.73

0.18

2.01

99.76

〈安山岩溶岩> (KUt)

本層は藻別と上藻別聞の藻臨川流域にの

み分布する.発泡したれ破砕状部と塊状部

からなる.1:.藻別北方の藻笹川では，安山

岩質火山喋凝灰岩から水冷破砕された自破

砕状溶岩を経て塊状溶岩に移行している.

安山岩は斜長石と輝石が集斑品をなす複

輝石安山岩である.斜長石は長径 0.2­

0.6mm の短柱状白形をなす.単斜輝石は

長倖 0.2-0.5mm の短柱状半白形をなす.

斜方輝石は長径 0.1-0.3mm の短柱状r' J 形

をなす.いずれの斑品も新鮮である.石基

は新鮮なガラスに富み，長柱状の斜長石，

マイクロライトおよび不透明鉱物が認めら

- 16



第 6 図

鴻之舞1面上部層中の

安山一計の顕微鏡写真

(藻笹川I).横幅は

3mm (単ニコル)

れる(第 6 凶) .安山岩の全岩主化学組成を第3 表に示した.

下111.の安山岩質火砕岩層 (KUa) とは整合関係にある. I吾!豆は60m である.

〈砂岩層> (KUs)

本層はシマララギ川中流域・ヤッシュシナイ川トゐ流域・オンネコムケナイ}I I

中流域にかけて分布する.その他，藻別東ん-の藻笹川右¥の崖にわずかに分布

する.鴻之舞層上部!国分布域の北東域にのみ分布する.

ヤッシュシナイ川中流域では暗灰色一縁灰色の細ー粗粒砂 77 からなる.藻別

東Ji の藻笹川右岸の崖で、は層理構造の発達した細~中粒砂岩互層からなり，一

部には斜交葉理が発達する.

下位の石英安山岩質火砕岩層 (KUd) とは整介関係にある.本層の層厚は上

位層に不整合に覆われるため明らかではないが 150m 以上とみられる.

v.1. 2 層序関係
鴻之舞層は本凶 Itl日地域の新第三系最下位の地層である.本地域では下部層は

分布しないが，市接する「丸瀬布北部」図幅(八幡ほか， 1988) では下部層が

H 高累層群を不整合関係で、覆っている.本地域では，上部!留の疎岩砂計層 (KlJ c)

が日高累層群を直接，不整合関係で、覆っている.

V. 1. 3 産出化石と時代

八幡ほか(1988) は，南接する「丸瀬布北部」図幅の下部層および卜部層か

ら Thecosphαera miocenicα， C.vrtocαpsellαjαponicα， Plectopyr，αvnis sp. などの Jj~

- 17-



散虫化石の産出を報告しており，鴻之舞層の堆積時代を中期中新世中頃 (11~

13Ma) とした.

大型動物化石は Mαcomαsp. ， Teredosp. , Chiαmys d.swiftii, Portlαndiαsp. ，

Natieα? sp. , Dentαlωm sp. , Lueinααeutilineat仏 ， Propeαmussium sp. , Periplomαsp.

がト音Ii層から産出する(通商産業省. 1969).

また，八幡・西戸(1 995) は，上藻別北方の t部層の安山岩溶宥 (KUa l)

から 12.8 土 O.7Ma の K-Ar 年代を報告している.これは放散虫の年代と調和的

である.

V. 2 藻 別 層 (M) (八幡ほか， 1988)

本層は図幅東部にあたる藻笹川以束の広い範囲と凶幅西部の清瀬川流域から

渚滑川左岸域にかけての地域に分布する.

同幅東部では流紋岩溶岩と酸性火砕;'fi類および玄武岩溶岩が，西部では酸性

火砕岩類が分布する.玄武岩溶岩以外は南接する「丸瀬布北部」閃幅(八幡ほ

か， 1988) から連続的に分布することから，同図幅の|又:分を踏襲する.図幅東

部に分布する藻別層の各個性状対比凶を第 7 図に示した.

V. 2. 1 上モベツ流紋岩溶岩部層 (Mp ， Mr)

本閃幅中央部のシマララギ川上流域，上モベツ九線川流域および図幅東部の

シブノツナイ川流域に，県日程石・真珠岩 (Mp) および流紋岩 (M r)の各溶岩

が分布する.

シマララギ川流域では下{立より黒曜石・真珠計，流紋岩，再び黒曜石・真珠

岩が重なる. 上モベツ九線川流域で、は下位から流紋岩，黒曜石・真珠岩，流紋

岩が重なる. ー方，シブノツナイ川流域では黒曜石・真珠岩と流紋岩の 2 枚の

溶岩が分布する.

黒曜石・真珠岩溶岩は黒色~暗灰色を呈する.新鮮な部分では黒色の黒曜石

が多いが，灰色の部分では真珠岩構造を有し，水和層の発達が認められる(第

8 図) .これらの溶岩は塊状を呈する部分，発泡孔や流理構造の発達した部分

が認められる.

シマララギ川 E流域および上モベツ川流域の流紋岩溶岩は流理構造が発達し

た部分が多い.シブノツナイ川上流部の流紋岩溶岩は，下部では黒雲母を含有

-18-
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し流理構造が発達する場合が多いが 上部では球頼構造を呈する変質した溶岩

が多い.また，上モベツ九線川上流では風化土状になった流紋岩中にオパール

からなる球頼が多数産出する.球頼の表面は数 mm から数 em 程度の半球突起

物に覆われている.球頼本体の大部分はオパールであり，オパールの中心部の

空隙や割れ目には石英 ハーモトームおよび斜プチロル沸石の小結品が群1てし

ている場合が多い(松原ほか， 1996).

黒曜石は長符 O.2~ 1. 5mm の石英，長径 O.2~O.7mm の斜長石および少量の

第 8 図

r~某別層 [1 1 の真珠岩の

顕微鏡写真(シマラ

ラギ ]11 ).横幅は 3

mm (単ニコル)
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長径0.2~0.4mm の黒雲母を含む斑状構造を呈し，稀に赤褐色角閃石が認めら

れる.石基は火山ガラスを主とし，品子を多数合む.

流紋岩は長径0.2~2.0mm の石英，長径0.2-0.7mm の黒雲母および長径0.2

-2.0mm の斜長石の斑状構造を呈し，稀に赤褐色角閃石が認められる.石基

は全般に変質している.

上モベツ流紋岩溶岩部層中の黒曜石，真珠岩，流紋岩の全岩主化学組成を第

4 表に示した.

層厚はシマララギ川流域で、440m である.

V. 2. 2 シブノツナイ火砕岩部層 (Mt)

本図幅阿部のシブノツナイ川流域およびオンネコムケナイ川流域の広い範囲

に分布する.シブノツナイ川流域で、は流紋77溶岩の上下に分布し，シマララギ

川最上流域では黒曜石-真珠¥T溶岩の上位に分布する.

主として緑)火色流紋岩質~石英安山岩質軽石凝灰岩・相粒凝灰岩からなり，

吉山こ火山角碑iZJが伴われる. ー骨主に塊状であり，層理は不明瞭である.

本部層の層厚は明確ではないが，流紋岩溶日の上下の火砕岩層の層厚はそれ

ぞれ100m -150m とみられる.

V. 2. 3 弘道玄武岩部層 (Mb)

(八中番・西μ ， 1995)

オンネコムケナイ川西方の丘陵地に

分布する.黒色塊状の未変質の玄武岩

溶岩からなる.弘道の北北西約 1 km

に位置する水銀鉱山跡地において本部

層の火道部が認められる(第 9 凶;八

幡・丙戸， 1995). そこでは，鴻之難

層上部層の泥岩とシブノツナイ火砕岩

部恒の軽石凝灰岩が破砕され，それに

玄武岩が貫入している(第 9 図) .水

銀鉱山跡地の上部の丘陵地には火道部

の溶岩や角喋岩を覆って，塊状の玄武

宥溶岩が分布することから，本音 15P，百は

- 22

第 5 表

SiOz

TiOz

l¥lz03

FeO*
NInO

MgO

CaO

NazO

KzO

PlJ5
ig.loss

total

弘道玄武岩部層 rj I の玄武

岩の全岩主化学組成

(八幡・岡戸， 1995)

玄武岩 本武 ~~t

KY-635 KY-632

52.06 54.20

1.26 1.18

17.16 17.16

7.71 7.20

0.13 0.13

6.84 G.41

8.66 7.88

3.13 3.22

0.78 1.12

0.27 0.24

1.84 1.16

100.29 99.9



L1図 2図 3図 4図 5図 6図 7冨恒

第 9 図 弘道玄武岩部層の火道部のスケッチ

(八幡・西戸\1995)

1，玄武山(柱状節理)， 2;.玄武岩質火山角礁岩， 3，玄
武岩質凝灰角喋岩・火山蝶凝灰計， 4 ，ガラス質五武宕， 5
;軽ti<疑!火岩(含玄武岩角礁)， 6;軽石凝灰白， 7 ，泥岩，
8，泥計岩塊，④， K-Ar 年代測定位置

未回結なシブノツナイ火砕岩部層の軽石凝灰岩中に貫入・流動し，上方に溢流

したことを示す.
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鏡下では斑状組織を有し，かんらん石と斜長石の微斑晶が認められる.かん

らん石は長径0.1- 1. 5mm であり，新鮮である.斜長石は長径0.1-0.3mm の

短柱状で弱し E累帯構造をしめす.石基はインターグラニュラー組織を示し，斜

長石>かんらん石>単斜輝石>ガラスからなる(第10図) .玄武岩の全岩主化

学組成を第 5 表に示した.

本音IS層の層厚は50-60m である.

V. 2. 4 上古丹四号川磯岩部層 (Me)

本凶幅阿南部の清瀬川中流および合流点附近の和訓辺川河床などに分布す

る.

清瀬川では上位の軽石凝灰岩(白樺峠火砕岩部層)分布域に窓状に散在し露

出する.磯径 2 em 以ドの中一細喋岩を主とし，泥岩および細粒砂岩の薄層を

介在する.礁は日高累層群に由来した泥岩・砂岩の円礁を主とする.淘汰は悪

く，層理は見られない.和訓辺J II河床では中~細喋岩が日高累層群を不整合関

係で、覆ってわずかに分布する(第11 図) .本部層の層厚は20-40m である.

V. 2. 5 白樺峠火砕岩部層 (Md)

本図幅西部のクッチャナイ右沢川上流域，清瀬川流域，渚滑川左岸域に分布

する.塊状の石英安山岩質軽石凝灰岩を主体とし，層理は不明瞭である.

クツチャナイ右沢川 E流域や清瀬川中流域の本部層下部では，日高累層群に

由来した円棟一角蝶が多数含有され，部分的に礁岩様の岩相を呈する凝灰角磯

岩からなる.それらの部分ではしばしば 1 m 大の泥岩岩塊が含まれる.本部

層は上部に向かつて異質岩片に乏しい緑灰色の軽石凝灰岩に移行する.軽石凝

灰岩は 5 mm 大の軽石とこれを埋める基質中の繊維状ガラス，石英(長径0.2

-0.5mm) および少量の斜長石(長径0.2mm) からなる.部分的に軽石が抜け

多孔質な外観を呈する.

本部層の層厚は清瀬川流域で、120m 以上，渚滑川左岸側で'300m 以上である(第

11 図).

V. 2. 6 層序関係

藻別層は日高累層群・湧別層群および鴻之舞層を不整合関係で覆う.日高累

層群・湧別層群を不整合関係で覆うのは図幅西部の和訓辺川合流点付近および

図幅東南端の湧別町境界附近である.鴻之舞層上部層を不整合関係で覆うのは
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v.2. 7 産出化石と時代
本層から化石は見出されていない.八幡・西戸(1995) は，シマララギ川の

藻別層基底部の黒曜石溶岩(上モベツ流紋岩部層)から 1 1. 8±0.6Ma の K-Ar

年代を，弘道玄武岩部層の火道部の玄武岩(第 9 同)から 1 1. 0 士 O.5Ma の

K-Ar 年代を報告している.このことから，本層の堆積年代は中期中新世から

後期中新世とみられる.

V. 3 御西層 (On) (長尾， 1968)

本地域北端の紋別市新牛の西方丘陵山腹にわずかに分布する.

七英安山岩質軽石凝!火岩・粗粒凝灰岩・砂岩からなり層理は不明瞭である.

軽石凝灰岩は符 1 ~ 3em の発泡した軽1j-の集合からなる.北接する「紋別」

図幅(長尾， 1968) の紋別公園北方では，多数の砂岩が介在する(八幡・岡戸，

1995).紋別山南麓の旧竜昇殿鉱山の探査ボーリングでは 20~60m の層厚が確

認されている(藤原・二間瀬， 1970).

[層序関係]

御西層は鴻之舞層上音 1$ 層(泥!山首)を不整合関係で覆う.

[産出化石および時代]

本層から化石は見出されていない.~層のトイ立に整合で重なる紋別玄武岩の

K-Ar 年代 (8.82 ｱO.56Ma) から，本層の堆積年代は後期 rjl 新世とみられる.

V. 4 絞別玄武岩 (M I)

本図幅で、は北端の紋別市街西 }J 丘陵に分布する.本地域で、は黒色~陪灰色塊

状玄武岩溶岩からなるが，北接する「紋別」凶 Itl首の紋別公園附近では，凝灰角

礁岩やハイアロクラスタイトが伴われる(八幡・西戸， 1995).

鏡下では，斑品鉱物としてイディングサイト化したかんらん石と単斜輝石が

認められるが非常に少ない.石基はかんらん石，単斜輝石と斜長七からなり，

インターサータル組織を呈する.玄武岩の全岩主化学組成を第 6 去に示した.

[層序関係および時代]

北接する「紋別」図幅の紋別公開では，御西層の軽石凝灰岩の上位に整合で

重なる(八幡・西戸) .通商産業省(1 990a) は，本溶岩から 8.82±O.56Ma の
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K-Ar 年代を報告している.本溶岩

の活動年代は後期中新世である.

第 6 表紋別玄武岩中の玄武岩の

全岩主化学組成(八幡・

内.戸， 1995)

V. 5 共進層 (Ky)

(長尾， 1962)
あき U O:，

本岡幅東端の秋平川中流域にわず

かに分布する.東接する「中湧別」

図幅(長尾， 1962) の「共進層」に

相当する.秋平川右岸の丘陵崖で

は， 1- 1. 5m 厚の暗灰色の細ー粗粒

砂岩と 0.5m 厚の泥岩の有律互層か

らなり，砂岩が卓越する.風化した

泥岩は鱗片状を呈する.本層の層厚

は30m 以 r. である.

Si02
Ti02
Al203
FeOキ

MnO

MgO

CaO

Na20

K20

P205
ig.loss

total

五武宥

Mo-bas

51.78

1.15

17.57

7.56

0.13

7.03

8.67

2.99

0.60

0.26

2.09

99.83

玄武岩

KY-393

54.21

1.24

17.44

8.03

0.13

6.35

7.88

3.4~i

1.23

0.30

0.30

100.54

[層序関係]

共進層は， ~.業別!醤の上モベツ流紋岩溶岩部層およびシブノツナイ火砕岩部層

を不整合関係で覆う.

[産出化石および時代]

本層から化石は見出されていない.時代を特定する資料はないが，藻別層を

不整合関係で、覆うことから，南接する「丸瀬布北部」凶幅(八幡ほか， 1988)

の「社名淵層 J (後期中新世)に対比される可能性がある.

V. 6 緑陰玄武岩 (Rb)

本地域南東端の丘陵部に分布する.斑品に乏しい黒色塊状の玄武岩溶岩から

なる.鏡下では，斑晶鉱物として斜長石 (0.2-0.5mm) と少量の普通輝石 (0.1

-0.2mm) がわずかに認められ，石基は斜長石を主体としたインターサータル

組織をしめす.

[層序関係および時代]

湧別層群および藻別層を不整合関係で覆う.時代を特定する資料はないが，

南接する「丸瀬布北部」図幅(八幡ほか， 1988) 内には「社名淵層 J (後期中
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新世)上部に玄武岩溶宕が多く認められることから これに対比される可能性

がある.

V. 7 貫入岩類

本図幅地域には多数の貫入岩類が分布する.各岩体について以卜に述べる.

V. 7. 1 安山岩 (A)

安山岩は本地域で最も多い貫入岩である.これらのほとんどは藻別から上藻

別にかけての地以に集中して分布する.最も大きい岩体は，上譲別南西の有体

であり，鴻之舞層上部層を貫いている. i呆別層を貫くものには大きな岩体は見

られない.貫入方向は NNE-SSW ~ NE-SW 系および N-S 系が卓越する.前

者は上i業別以南で， {:走者は以北で卓越する.

斑品鉱物は斜長石 (0.3~2.0mm) ・単斜輝行 (0. 2~1.Omm) ・斜方輝石 (0.2

~l.Omm) と少量の不透明鉱物からなる.各斑品の塁比は岩体ごとに異なるが，

いずれも斜長石に富み， f~I 状構造を呈している.石基は斜長壬 iが主で少量の単

斜輝石・斜方輝行・不透明鉱物とガラスからなる.ガラスの量比によりハイア

ロピリティック組織からピロタキシティック組織に変化する.変質の程度は岩

f本によって異なる.

V. 7. 2 石英安山岩 (0)

本地域南西部のクッチャナイイィ沢川上.流域から清瀬}I I 卜i流域にかけての地域

と，図幅北東部の沼の土地域に分布する.前者は N-S ~ NE-SW，後者は

NW-SE の貫入方向が卓越する.

斑品鉱物は石英 (O.5~2.5mm) ・斜長石 (0.2~ 1. 5mm) からなり，他に少

量の輝石 (0.2~0.3mm) を含有する場合がある.斑状構造を呈しており，石

基は石英・斜長石の微斑品と少量のガラスからなるが，多くの場合，粘土鉱物

に交代されている.

V. 7. 3 流紋岩 (R)

大きな岩体は，本凶幅南東部の藻別層分布域および南阿部の藻別層分布域に

分布する.前者は NE-SW および WNW-ESE の貫入右戸jJ ， f走者は NNE-SSW

の貫入方向をしめす.

流理構造が顕著な岩相をしめす.斑品鉱物は斜長石 (0.2~0.4mm) と少量
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の石英 (O.2-0.3mm) からなる.石基は二次石英やカルセドニーに交代され

ている.

N. 7. 4 花儲斑岩 (p)

清瀬川の上流域に藻別層を貫き N-S 方向に伸長する岩体として分布する.

斑品鉱物は石英 (1 -3mm) ，斜長石 (1 -2.5mm) および緑泥石・炭酸

塩鉱物に交代された黒雲母 (O.1-0.3mm) からなる.石基は微花尚宕質の組

織を示し等粒状の石英，斜長石の集合体からなる(第12肉) .粘土鉱物，炭酸

塩鉱物が普遍的な変質鉱物として含まれる.
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V. 8 地質構造

本地域の新第三系分布域は， N-S 系および NW-SE 系の断層によって日高

累層群分布域と r~ 分される.新第二‘系分布域は，さらに NE-SW 系および

NW-SE 系の断層によってブロック化されている(第 13 図) .

N-S 系の断層はモベツ川断層(高橋ほか， 19:36) ・八号断層(高橋， 1936)

に代表される.この他，八号断層の西側 2 -3km に，八号断層にほぼ、ド行す

る断層が存在する.また 渚滑川沿いの現河床堆積物の下位には NNE-SSW

系の断層の存在が推定される.モベツ川断層は東落ちの正断層，八号断層は西

落ちの正断層で，断層の垂直変位量は南部で、200-300m 程度と推定される.八
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号断層の西側 2 ~ 3 km に 'If.行する断層は東落ちのlE断層であり，垂直変位量

は200m 以上と推定される.

八号断層の西側の鴻之舞回はほぼ N-S の走 rbJ を示し，紋別市新生南方およ

び藻別一土藻別間の藻笹川沿いにほぼ N-S 方向の向斜構造が認められる.八

号断層とモベツ川断層に挟まれた地域の鴻之舞層の北半部は E-W 系の走向を

示し，藻別東方には同方向の向斜・背斜構造が認められる方，南半部の鴻

之舞層は N-S 系の走[&J を示す.モベツ川断層の東側の鴻之舞層は E-W 系の走

向を示す.ヤッシュシナイ川中流には同方向の向斜構造が存在する.

モベツ川断層の東側の大部分を占める藻別層は流紋岩部層の流理構造からみ

て，全体として大きな盆状構造を呈していると推定される.この盆状構造は八

幡・西戸(1995) の地溝帯に相当する.

-VI第 四 系

本図幅地域の海岸沿いには，幅 2 ~ 3km の台地が広がっている.この台地

の東端の海側には海跡湖であるコムケ湖が位置する.台地の表層には特異な重

粘土(疑似グライ士)が分布しており，その成因を合めて台地の堆積物の時代

が論議されている(斎藤， 1972). また，瀬川ほか(1 984) は，オホーツク海

沿岸の低位海岸段丘堆積物の花粉分析， 14 C 年代をもとに，本地域の台地を構

成する堆積物の堆積環境を報告している.本報告では海岸台地を構成する更新

統を一括して「小向層」と命名する.

この他，ヤッシュシナイ川上流域のヤッシュシナイ川層，河岸段丘堆積物お

よび斜面堆積物の更新統，浜堤堆積物，現河床および湖浜堆積物の完新統から

なる.

VI. 1 小向層 (Ko)

海岸沿いの幅 2 ~ 3km の海岸台地を構成する.本層は 肉幅北端からフン

ベオマナイ川間および小向の畑作研究センタ一地先の海岸に見られる海食崖に

露出する.

藻鑑川以北の海食崖では，上位の灰白色粘土層と下位の凝灰質砂層からなる.

灰白色粘土層は海食崖のほとんどで地表部を構成する.この粘土層は重粘土(疑
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似グライ土)の母材となっている.層厚は 5 m 程度である.凝灰質砂層は

5mm 大の軽石および黒雲母片を多量に含むことを特徴とする.斜交層理が顕

著に発達する.層厚は 5 m 以上である.

藻費量川とフンベオマナイ JII 間の海食崖は崩壊が著しく，かつ，露出する堆積

物の連続性に乏しく，詳細な累重関係は明らかになっていない.概略の層相は，

上位から灰白色粘土層，砂牒層，凝灰質砂層および暗以色粘土層である.灰白

色粘土層は比較的固く，部ではシルトと縞状互層を示す.層厚は 5~8m

である.砂傑層は拳大以下の亜円礁からなり，際種は火山岩が多い.層厚は 1

~5m で膨縮が激しい.凝灰質砂層は，円磨された軽石を含み，一部には斜

交層理が発達する.暗灰色粘土層は，細粒砂の薄層を頻繁に挟み，木材の化石

を含んでいる.

フンベオマナイ川以東では海食崖の高さが低くなり，露出する堆積物は灰白

色粘土層から構成される.なお，海浜には礁が多く，崖下の浅海部に傑層が分

布することが示唆される.

一方，台地上の紋別空港の地盤調査資料によれば，小向層の下位には泥岩が

分布し，岩片状で割れ目には日高累層群(上丸層)の圧砕部と推定される鏡肌

光沢が認められる.この日高累層群と小向層の境界面は1/40程度の勾配で海側

に傾斜している(第14凶) •

地盤地質調査資料にもとづけば，小向層の層序は下位から基底の砂磯層，凝

灰質砂層および最上位の灰褐色粘土層からなる.砂磯層の離は磯径 5 ~15mm

の円礁で，その層厚は 2~4m である.凝灰質砂層は「火山灰」との記載が

多いが，細粒~中粒の凝灰質砂層と思われる.層厚は 5 ~10m である.灰褐色

粘土層は部分的に軽石や泥炭を含むことがある.層厚は 2~5m である.

小l句層の粘土層(重粘土)について，斎藤(1 972) はリス・ウルム間氷期に

湖沼に堆積した粘土層が，ウルム氷期の海面低下による陸化の地形変化と水分

環境変化が古土壌生成作用，疑似グライ化作用を経て，疑似グライ土が生成さ

れたと推論している. また，瀬川ほか(1 984) は，藻鑑川とフンベオマナイ川

間の海食崖において，地表下 1 m の泥炭と 4~5m の泥炭質粘土について，

それぞれ 15901 認 y.B.P. ， 川6ozi'iZ yBP の 14C 年代を報告して

いる.
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このように，重粘土の成凶にはウルム氷期の寒冷気候が関係しているという

意見が多いが，小向層の堆積年代についてはまだ決定的な証拠は見つかってい

ない.

'I. 2 ヤッシュシナイ川層 (Ya)

ヤッシュシナイ川最上流域の盆状地形を埋めて，径 1 km 程度のほぼ円形の

範囲に分布する.観察される露頭はヤッシュシナイ川右岸側の1-.取り場の A個

所のみである.下部の褐色極粗粒砂層と上部の小-ql蝶層からなる.際層の礁

は藻別居に 111 来した各種火山岩で、ある.国!早は 10m 以上である.

なお，本層分布域の北方約 1 km に位置する八十士砂金鉱床(第16同)は，

尾根部(標高200m) に分布する層厚20-30m の砂牒層中にあり，坑道により

採取されたと言われている(高橋ほか， 1936). あるいは本層に相当するもの

かもしれないが，今回の踏杢では確認することができなかった.

VI. 3 河岸段丘堆積物 (tl' t2)

渚滑川および藻笹川沿いには tI ， t2 の 2 面の段丘堆積物が認められる.その

他，シブノツナイ JII にも認められる.段丘堆積物は中一大磯とこれを充填する

砂・粘土質物質からなる.

'I. 4 斜面堆積物 (g)

斜面堆積物は丘陵地形部の山麓に緩斜面を形成している.規模の大きなもの

は下渚滑東方山麓および、小 IjJJ 南方山麓に分布する.堆積物は中~大礁を含有す

るが，般に粘土質物質からなる. しかし，堆積物が確認できていないが，地

形的な判断から当堆積物の分布を推定したケースもある.

'I. 5 浜堤堆積物 (b)

海浜には河道を閉塞する形で砂州が発達している.このうち最長のものはコ

ムケ湖と海域を隔てている砂州である.砂州の基底は- 2-3m で，砂州の下

位には軟弱な粘土層が分布している.この粘土層は湖底堆積物に連続している.

砂州の上には浜堤が発達している.浜堤は高さが 4 -5m で，中陳混じりの
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細礁ないし粗粒砂からなる I兵堤は波浪の営力で形成されたもので，海岸線に

直交する断面形は三角形を呈している I兵堤の生成には，流氷の常力も関係す

ると考えられている(瀬川ほか， 1984).

海食崖の発達するところでは砂州はなく ， i兵堤が海食佳に振り付くように発

達する.

なお，地質関では，海浜砂も J占して塗色している.本地域の海浜は全般的

に小擦が卓越する.最近，海岸浸食が激しく，随所で侵食防 l 卜.r: 事が行われて

いる.

VI. 6 現河床堆積物・湖浜堆積物 (a)

現河床堆積物は各河川に少なからず認められるが，広く分布するのは渚滑川，

藻瞳川およびシブノツナイ川である.小~大礁を合む砂際層からなる.

コムケ湖の湖底から湖畔にかけて軟弱な粘上回が厚く堆積している.東J主ーす

る rrj1i勇日Ij J 同幅内のコムケ湖の湖底ボーリングデータによると，湖底には標

準貫入試験値 (N 値)が o ~ 1 の根軟弱なシルト層が 10m 以上堆積している.

唖応用地質

本I司幅地域内には金・銀鉱床の 1[1沼の卜鉱山や水銀鉱床の旧竜昇殿鉱山など

多数の旧鉱山が分布する.北海道東北部の中でも鉱産資源の豊富な地域の」つ

であり，平成元年度から通商産業省により実施されている広域地質構造調査「北

海道北部地域」に合まれる.

11. 1 金・銀
ぬまのうえ

四. 1. 1 沼の上鉱山(太田:l:lL 1951; 高沢， 1956; 大村， 1957; 資源・素

材学会， 1990; 通商産業省， 199Gb)

位置 シブノツナイ川上流の左岸支沢に位置する.

沿革 大正 6 年 (1917) に露頭発見後，大正12年(1923) に探鉱が開始され

た.昭和 3 年(1928) に二三菱金属鉱業が買収し操業を開始した.昭和 7 年(1932)

~昭和20年 (1945) の聞が降盛期である.昭和25年(1950) にシマララギ鉱脈

- 35-



が発見され，数年間再び|年盛となるが，以後品位が次第に低下し，昭和34年

(1959) に休山，昭和41年(1966) に鉱量枯渇により閉山した.

鉱床および鉱石 沼の上鉱山は南北約 1 km 東西約 0.5km の範囲に分布す

る.シマララギ鉱脈のみは主要鉱脈分布域の北西方約 3 km に分布する.藻別

層の凝灰岩およびこれを貫く縞状流紋岩中に匹胎する合金銀石英脈である(第

15 図・第 7 表) .鉱脈の走向は WNW-ESE ~ E-W 系および ENE-WSW 系であ

る.鉱石鉱物は輝銀鉱・自然金. I，農紅銀鉱・角銀鉱・自然銀・黄鉄鉱からなり，

閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・銅藍・ポリパス鉱・輝安銀鉱・硫銀ゲルマニウム

鉱を伴う. JJ氏石鉱物は石英・方解石・重品石・氷長石からなる.母岩変質は鉱

化帝中心部に緑泥石帯，その外側に珪化一氷長石帯，更に黄鉄鉱帯が分布する

(通商産業省， 1990). 氷長石による K-Ar 年代として 12.7±0.3Ma が得られ

ている(八幡ほか， 1999).

生産実績 昭和 4 年一昭和 34 年の精鉱中の金量は 1 ， 405kg ，銀量は 94 ‘ 149kg

である.昭和 34 年 4 月から昭和 34 年10 月までの年度別産出粗鉱量を第 8 表に示

した.

第 7 表 沼の1::-.鉱山鉱脈一覧表(資源・素材学会， 1990)

鉱床名 走向 傾斜 脈幅走向延長傾斜延長 日rJ日 杭

m m m 金 εIt 銀 g/t

松 ヒ N75ー E 70"NW 1 ハV 400 tムl<)にハυ 8.0 815

松 k盤ヒ N60'E 75ー NW リハ りえ 150 Lリ、 ハリ 17.0 1,500

松下盤ヒ E-W 70ー S 0.2 120 120 9.7 100

竹 ヒ N80"W 70
0

NE 1.0 370 1ょ ハり ハリ 14.3 108

梅 ヒ N80ー れ' 70ー NE 0.5 220 50 2.7 15

若葉ヒ N60ー W 75ー SW り0.6 200 90 7.1 510

:3 4=)-ヒ N75
G

W 70ー NE 0.3 70 90 2.8 110

4 日ヒ N65"W 70ー NE 0.5 140 120 9.0 850

5 号ヒ N65ー W 75ー NE 0.4 200 120 9.0 1， 1ιo

6 号前ヒ N65 、 W 70
0

SW 0.3 100 ハ:1 ハU 14.4 1,410

シママラギ E-Wア 80ー S 外1. 5 200 ぶり ハり 5.5 40

6 号ヒ N65"W 70
0

NE l.O 300 120 9.:3 420
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第 8 表 沼の上鉱山生産実績表(資源・素材学会， 1990)

年 度 鉱量 t 金 g/t 銀 g/t

昭和 24 年 (1949) 1,635 30.2 1,233

昭和25年(1950) 1,549 24.7 1,875

昭和26年 (1951) 1,476 25.9 1,940

年度 昭和31年度昭和:12年度昭和33年度昭和:14年度

粗鉱量 t 3 ,076 3 ,755 3 ,529 1,545

おとわ

四. ,. 2 音羽鉱山(山田ほか， 1963; 資源・素材学会， 1990; 通商産業省，

1990b)

位置 ヤッシュシナイ )119 1流域左岸支沢に位置する(第 16 閃) .

沿革 昭和13年(1938) に発見，昭和17年 (1942) に開坑，珪酸鉱として売

鉱が開始されたが，昭和20年(1945) に終戦により休III. 昭和25年 (1950) に

三菱金属鉱業に買収されたが，昭和26年 (1951)に閉山した.

鉱床および鉱石 青羽鉱山は鴻之舞層上部層の際岩砂岩出 II] に佐胎する合金

銀石英脈である.鉱脈の走向は NW-SE 系(l号・ 2 号・ 4 号脈)および

第 9 表音羽鉱山生産実績去(通商産業省， 1990b)

湿鉱量 t 乾鉱量 t 金 g/t 室長 g/t

昭和 17 年 74 ,167 69,965 51.0 148

181~ 677 ,:304 635 ,676 31.7 85

19 年 808 ,700 755 ,885 30.8 74

20 年 635 ,800 599 ,825 23.6 60

21 年 108 ,000 95 ,502 28.1 120

22 年 62 ,100 56 ,373 31.6 106

23 年 408 ,680 376 ,344 :38.4 ム唱I e:;。 ハリ

24 年 20δ ，200 184,557 30.5 リにぷU

計 2 ,979 ,951 2,774 ,1 27 31.6 88

。j、坂製錬所への売鉱実績:L!J元資料による)
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NE-SW 系( 3 号脈)である.鉱石鉱物は 13 然金・黄鉄鉱からなり，脈石鉱物

は石英および少;量の氷長行からなる.氷長石による K-Ar 年代として 14.3 士

0.3Ma カ汁早られている (J\I幡ほか， 1999).

生産実績 昭和 17 年から昭和 24 年までの光鉱実績を第 9 去に不した.
やそし

VH. 1. 3 八+士鉱山(高橋ほか， 1936; 通商産業省， 1990b)

ヤッシュシナイ川右岸側の丘陵(小 l[lJL 1J )に分布する(第 16 図).小向山の

北斜面に分布する合金石英脈(元山露頭・西沢露頭)と南面する支沢に分布す

第16 図 青羽・八十土鉱山位置図(通商産業省， 1990b)
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63 8.0 4.0

120 7.2 42.0

930 15.0 30.0

鉱量 t 金 g/t 銀 g/t

5,738 5.0 4.0

8 ,270 3.0 2.0

8 ,330 3.0 ム1リハ

る砂金鉱床からなる.合金石英脈は鴻之舞層上部層の砂岩層中に匹胎する.鉱

脈の走向は E-W - ENE-WSW 系である.氷長石による K-Ar 年代として13.4

士 0.8Ma がえられている(八幡ほか， 1999). 本鉱脈は探鉱対象のみであり，

過去に稼行されたことはない.砂金鉱床は明治41-42年 (1908-1909) に稼行

されたとされるが，詳細は不明である.
かみしょこつ こうえい

四.1. 4 上渚滑(興永)鉱山(山田ほか， 1963; 資源・素材学会， 1990;

通商産業省， 1990b)

位置 上渚滑市街の南東方約 2 km ，清瀬川中流域右岸に位置する.

沿革 昭和 8年(1 933) に発見され，上渚 iff 金山として探鉱・採鉱が開始さ

れた.昭和 16 年(1 94 1)に興水鉱山と改称された.その後，付近に発見された

水銀鉱床とあわせて上渚滑金山と改称された.昭和 18 年(1 943) に金山整備に

伴い閉山した.

鉱床および鉱石 i二渚滑鉱山は藻別層の凝灰岩およびこれを貫く流紋岩中に

旺胎する合金銀石英脈および網状鉱染鉱床である.鉱脈は緑泥石一絹雲母-(方

解石)一石英脈で，その走|白]は NE-SW 系および E-W 系である.網状石英脈

部に高品位鉱を産する.鉱石鉱物は自然金・黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱からな

り，時に辰砂・自然水銀を伴う.

生産実績 昭和 10 年から昭和 17 年の生産量を第 10 表に示した.

第10 表 Jj 者i骨(興永)鉱山生産実績表(資源・素材学会， 1990)

年度

昭和 10 年 (1935)

11{~ (1936)

12 年(1 937)

13 年 (1938)

14 年 (19~19)

15 年 (1940)

16 年 (94 1)

17 年 (1942)
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四. 1. 5 鴻之舞鉱山三王鉱床(八幡ほか， 1988; 資源・素材学会， 1990;

通商産業省， 1990b)

一.王鉱床は，隣接する「丸瀬布北部」凶幅地域を中心に大規模に分布する鴻

之舞鉱山のうち，最も北側に分布する鉱床である i崇簡川の左岸:支流上モベツ

六線川流域に分布する . i~~ 之舞鉱山の沿革・鉱脈および鉱石・生産実績につい

ては「丸瀬布 jヒ部」図幅(八|幡ほか， 1988) を参照されたい.三王鉱床は鴻之

舞層上部国を貫く大規模な安山岩中に匹目白する合金銀石英脈である.鉱脈の走

向は E-W ~ ENE-WSW 系である(第 11 表) .

第11表 鴻之舞鉱山三玉鉱床の鉱脈(資源・素材学会， 1990)

鉱脈名 走向 傾斜走向延長 深度 平均脈幅 平均品位

m m m 金 g/t 銀 g/t

三王本ピ N80
Q

E 60ー S 400 260 2.0 3.1 22

三王北ヒ N80"EGO"S ;"300 fムl ハvハυ 1.5

VI. 2 銅・鉛・亜鉛

四. 2. 1 元紋別鉱山([Ii日ほか， 1963; 地質調杏所， 1967; 通商産業省，

1990b)

位置 元紋別付近の謀笹川左岸丘陵部に位置する.

沿革 昭和 15 年 (1940) に住友金属鉱山が共同鉱業権者として加わり，昭和

21 年(1 946) までの間，探鉱および生産が行われた.

鉱床および鉱石 日高累層群の上丸層(泥右・砂岩)中に佐胎する塊状ー鉱

染状鉱体である.鉱石鉱物は黄鉄鉱が主であり，黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱お

よび白鉄鉱を伴う.

生産実績 昭和 15 年から昭和 21 年の出鉱量を第 12 表に示した.

第12 表元紋別鉱山生産実績表(資源・素材学会， 1990)

時期

昭和 15 年~

昭和 21 年

出鉱量

上鉱 28t

並鉱 198t

品位 備考

Cu3.7% 国富鉱業所に

Cu1.7% 送鉱
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'I. 3 水銀
りゅうしようでん ほくちん

四. 3. 1 竜昇殿(北鎮)鉱山(矢島， 1950; 番場・松村， ]956;/1/ 日ほか，

1963;佐藤， 1964;J¥ 本， 1971;藤原， 1970; 藤原・ 1間瀬， 1970; 藤原.一

間瀬， 1971; 鯨井・河野， 1971; 藤原・鯨井， 1972; 藤原ほか， 1976)

位置 紋別市街の市両方約 1.5km の紋別山南斜面に位置する.

沿革 昭和 18 年(] 943) に発見，北鎮鉱 /11 として操業を開始し，終戦と同時

に休山した.当時の売鉱量は，平均品位で、 Hg 1. 67% の鉱石を 522 トン， Hg0.69%

の鉱石を 1524.8 トンと汀われている.昭和 26 年(1 951) に再開し，生産精練の

ー貫作業により年間 690kg の金属水銀を得ている.昭和 29 年 (1954) に大宇田

化学工業に買収され，竜昇殿鉱山と改称された.昭和 35 年(1 960) に北進鉱業

に買収され，操業が続けられてきた.最大の需要先であった苛性ソーダ斗て産業

界が水銀電解法ーから隔膜法に転換したことや，国産水銀の引取保証制度の廃止

などから，昭和 49 年(1 974) に閉山した.我が lfJ 最後の水銀鉱山で、ある.

鉱床および鉱石 竜昇殿鉱山は白曹 A系一古第三系の日高累層群(仁 l守丹今層)

を不整合に覆う鴻之舞層正部層の磯岩砂計層中に匹 lfi する!首状鉱染型および網

状ー細脈型!鉱床である.この他 既知 1鉱床の南部延長上に残問型・漂砂型鉱床

よ::::，

-60 ~L
-80"l
-lOaMI..

/日?て鉱千二 ~ニ.，"-阻 NL

\『常務併存1' 1 第 Z鉱床 1 第 3 鑑床 第 4 鉱床

\、

Iqo 2問3\l Om
圏 71く銀鉱床

圏珪質岩( J11 ヒ炭酸 1盆鉱勿イヒ)

第17 図 竜昇殿鉱山鉱床図(鯨井・河野， 1971)
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休 J!-..

牛産数量

(kg)

16,11:1
14,661
9,249
6 ,760
12.610

)主今i

第13 表 竜昇殿鉱山の水銀の生産

実績表

(鉱山精練所生産統計)

昭和初年 (955)

昭和 ;11 年 (1956)

昭平1I 32 年 (957)

昭和 ;~3 年 (958)

昭平 11~~4 年 (959)

昭和 35 年 (960)

昭和 ~~6 年 (196 1)

昭和 :n 年 09(2)

昭和 ~~8 年 (196:3) 50 ,157
昭和:~9年 09似) 88 ,740
昭和40年 09(5) 56 ,098
昭和壮年(1 966) 53 ,442
昭和42年 (1967) 62 ,035
昭和43年 09(8) 70 ,485
昭和44年 09(9) 72 ,660
1昭和45年 (970) 81,975
昭和46年 (97 1) 98 ,637
昭和47年 (1972) 91,702

昭和 48 年 097;3) 64 ,264
昭和49年 097/1) 12 ,093

(昭和49年9月まで)

累計 861 ,681

も存在するが，稼行対象とはならなかった.鉱床は N-S 系の断裂帝に規制さ

れており，約 1 km[日 1 に第 1- 第 4 鉱床の 4 鉱床が南北に配列する(第 17[ ヌI).

層状鉱染型鉱床は本鉱床の主体をなすもので，緑色砂岩(ト告 I;) と)火色砂岩(下

部)との境界付近の出理および小裂かに沿った鉱染帯からなり，全体として層

状の形態をなす. J火色砂宕中にしばしば塊状およびレンズ状の形態をなす黒色

珪質岩が発達している.反砂は以色砂岩中の砂粒問に発達しているが，緑色砂

岩の下両あるいはその付近に発達するすべり面に沿って濃集している.網状ー

細脈型鉱床は NE-SW 系の断層に按

して辰砂がフィルム状に鉱染し，そ

の下盤側に辰砂・硫化鉱物(黄鉄

鉱・白鉄鉱) ・方解石からなる網状

脈帯が発達する.水銀鉱石は径 0.02

-0.2mm の鮮半 T色辰砂が主体であ

り，自然水銀は稀である.随伴鉱物

は硫化鉄鉱(黄鉄鉱・白鉄鉱) ・方

解石・石英を主とし，少量の α ーク

リストノ tライト・ドロマイト・アン

ケライト・菱鉄鉱・ヒシンゲライ

ト・石膏・重品石・明容石・鉄明容

石・緑饗・セラドナイト・各種粘土

鉱物が伴われれる.月岩の変質は黒

色珪質岩を中心として，珪化+炭酸

塩鉱物化帯→カオリナイト・石膏帯

→モンモリロナイト帯と移行する.

鉱床は，一般に珪化+炭酸塩鉱物化

帯からカオリナイト・石膏帯にかけ

て脹胎する.

生産実績 昭和 30 年から昭和 49 年

9 月までの金属水銀生産量を第 13 表

に示した.
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四. 3. 2 上渚滑鉱山(山田ほか， 1963; 地質調査所， 1967; 通商産業省，

1990b)

ト渚 i骨rtJ街の南東方約 2 km , ?青瀬川中流域お岸に位置する.昭和33年(1958)

頃に発見され， 2 ‘ 3 の坑道探鉱が行われたが みるべき鉱床は発見されず放

棄された.鉱床は;渠別出の凝灰岩. {疑!火角蝶岩Ij l の N-S 系の劣かに沿って佐

胎する鉱染型鉱床である.鉱床は凝灰角喋岩中の砂質部分に選択的に鉱染して

いる.鉱石鉱物は反砂・黄鉄鉱で，臼然水銀は i認められない.

Vll. 3. 3 八十士弘道の沢鉱山(堀， 1953; 矢島， 1950; 地質調育所， 1967

;通商産業省， 1990b)

オンネコムケナイ)I I 中流ん:岸の経斜面卜に{立置する(第 16 悶).昭和 16 年

(l 94 l)に採掘が始まり，昭和 18 年(1 943) から住友鉱業により操業が続けら

れたが，昭和 20 年(1 915) に閉山した.鉱床は藻別!留の凝灰岩と弘道玄武岩部

!討の立武!f i- ?存干;ーとの境界部に位置し下部の凝灰計中に匹 lfi する辰砂の鉱染型

鉱床である.鉱床周辺の河川流域で、は 漂砂鉱床を稼行したことがある.昭和

16 年の lB 鉱量は反砂 855kg (品位 Hg 18%) である(通商産業省， 1990b).

第 14 表天然ガス組成表

(横山， 1980;未公表)

Vol.0"
O2 ハリ ハυo

N2 22.63

CO2 0.25

CH4 76.46

C211ぷU 0.546

C:J-Is 0.092

i-C4H1o 0.0089

n-C4HLO 0.0087

i-C5H12 tr

n一C5Hl2 tr

(空気補正値)

(ガス採取: 1980 {f 7月 22 日)

理. 4 天然ガス

lJ(i f日 55 年 (1980) 3 月，紋別市中 i者m・ 1

十五線の酪農家宅で地下水井(営農用水)

を掘削中，天然、ガスの湧出をみている. 本

井は深度 100m であり，深度 7 m までは ?ljJ 床

堆積物からなり，以深は白亜系一古第三系

(H高累層群)の砂岩からなる.ストレー

ナーは深度 10~100m に設置されている.静

;1<.1立は 10m で， [1 噴しない.エアリフト

により動水位 -45m で測定された産ガス量

は22~27m)/H である.本井の水位の凶復は

非常に遅く，水を伴わない遊離性ガスとみ

られている.天然ガス組成は CH 4が主成分

であり(第 14 表)，発熱量 7 ， 280kcall ゲの石
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油系天然ガスである(横山， 1980; 未公表) .なお，本地域の (l~f系一 Ili 第 i

系分布域の北方延長に位置する「紋日IjJ 凶幅地域にも昭和30年に hll徴・ガス徴

がみられたとされている(長尾， 1958).
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50 ,000

KAMISHOKOTSU

(ABASHIRI-15)

BY

TakcoMATSUNAMI , MasahiroYAHATA

andKatsuhideMATSUSHITA

(Abstract)

TheKamishokotsudistrict , oflatitude44~ 1O'to44~ 20'Nandlongitude

143~ 15'to143~ 30'E.islocatedinnortheastHokkaido.

Geolo 回r

ThedistrictiscomposedofCretaceoustoPaleogenesedimentaryrocks ,

Neogenevolcanicandsedimentaryrocks , andQuaternarysediments , asshown

inTable1

TheCretaceousandPaleogeneSystems

TheCretaceousandPaleogeneSystemsinthedistrictarecomposedofthe

HidakaSupergroupintheHidakaBeltandtheYubetsuGroupintheTokoro

Belt
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Table1 SummaryofstratigraphyoftheKamishokotsudistrict.

1"'---------・・・・・圃仁志 ifi551::5
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HidakaSupergroup

TheHidakaSupergroup , distributedinthecentralandwesternpartofthe

district , ismadeupofsedimentarystratacontainingmainlysandstoneandmudｭ

stone , intercalatedwithconglomerateandgreenrocks.Thegeologicageofthis

supergroupasgivenbyradioralianfossils , putsintheCampanianandMaasｭ

trichtianeras.ThePaleoceneandEoceneradioralianfossilswerefoundinthe

surroundingarearecently.ThesupergroupisdividedintotheKamimaru

Formation , theUenkotanFormationandtheTatsu-ushiFormation

TheKamimaruFormationconsistsmainlyofalternatelayersofsandstone

andmudstone , andisaccompaniedwithgreenrocks.Thisformationis1 ,500

metersthick

TheUenkotan ドormation consistsmainlyofsandstoneandmudstone , inｭ

tercalatedwithgreenrocks , conglomerateandpebblysandstone.Thisformation

is2 ,000 metersthick

TheTatsu-ushiFormationconsistsmainlyofmudstone.Thisformationis

morethan1,500 metersthick.

YuhetsuGroup

TheYubetsuGroupisdistributedinthesoutheasterncornerofthedistrict ,

andiscomposedmainlyofmudstone , intercalatedalternatelayersofsandstone

andmudstone.

TheNeogeneSystem

TheNeogeneSystemconsistsofsixformationsfrommiddletolateMiocene ,

composedofsedimentaryandvolcanicrocks.TheseformationsaretheKohnomai ,

theMobetsu , theOnishi , theMonbetsuBasalt , theKyoshinandtheRyokuin

Basalt , inascendingorder.ManyTertiarydikesintrudeintotheNeogene , and

CretaseousandPaleogeneSystems.

TheKohnomaiFormationisdistributedmainlyalongtheMobetsuriverin

thecentralpartofthedistrict.ThisFormationisdividedintotheLowerMember
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andtheUpperMemberinthesouthernmaparea(Maruseppu-hokubuarea) ,

butonlytheUpperMemberisdistributedinthedistrict.TheUpperMember ,

whichrestsunconformablyupontheCretaceousandPaleogeneSystems , iscon ト

posedofcan 只lomerate ， sand ぉtone ， mudstone.daciticpyroclasticrock , andesitic

pyroclasicrockandandesitelava.ThethicknessoftheUpperMむmber ismore

than400meters

TheMobetsuFormationisdistributedintheeasternandwesternpartsof

thedistrict.ThisformationunconformablyoverliestheKohnomaiFormation

andCretaceousandPaleogeneSystems.iscomposedoffivemembers , andis

characterizedbyterrestrialvolcanicrocks.TheKamimobetsuRhyoliteLava ,

theShibunotsunaiPyroclasticRockandtheKohdoBasaltMembersaredistributed

intheeasternpartofthedistrict.TheKamimobetsuRhyoliteLavaMemberis

upto440metersthick.andconsistsofrhyolitelavaandobsidianlava , including

perlitelava.TheShibunotsunaiPyroclasticRockMemberiscomposedmainlyof

acidicpumicetuff , includingtuffbrecciaandvolcanicbreccia.Itsthicknessis

upto300meters.TheKohdoBasaltMemberconsistsofbasaltlava, andisupto

60metersthick.ThcUenkotan ・Yon-Go-Gawa ConglomerateandtheShirakabatoge

PyroclasticRockMembersaredistributedinthewesternpartofthedistrict.

Thelatterisconsistofdacitictuffandpumicetuff.Thethicknessofbothare

morethan300meters.

TheOnishiFormationandtheMonbetsuBasaltaredistributedinthe

northwesternpartofthedistrict.Theformerismainlycomposedofpumicetuff

andsandstone , isupto60metersthick.TheMonbetsuBasaltcoversonthe

OnishiFormation , andconsistsofbasaltlava , volcanicbrecciaandhyaloc1astite

TheKyoshinFormationisdistributedineasternpartofthedistrict, andis

composedofalternationofsandstoneandmudstone.Thethicknessoftheformation

isupto30meters.

TheRyokuinBasaltisdistributedinsouthwesterncornerofthedistrict ,

andconsistsofbasaltlava.

Therearemanydikerocks , composedofandesite , dacite , rhyoliteand
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granite-porphyry , foundintheNeogene , andCretaceousandPaleogeneSystems

TheQuaternarySystem

TheQuaternarysystemiscomposedoftheKomukaiFormation , the

YasshushinaigawaFormation , RriverTerraceDeposits , GentleSlopeDeposits ,

BeachRigdeDeposits, PresentRiverbedDepositsandBeachDeposits

TheKomukaiFormationiscomposedsand , gravel , clayandpeat.The

YasshushinaigawaFormationiscomposedsandandgravel.Otherdepositscan

sistmainlyofsand , gravelandclay.

GeologicalStructure

ThedistrictischaracterizedbytheprevalenceofN-S , NW-SEandNE-SW

trendingfaults

TheHidakaSupergroupinthedistrictisarrangedinthreezone , whichex

tendedN-Strend.ThegeologicstructureoftheNeogeneSystemisbroadly

folded.MostoftheKohnomaiFormationhasatrendofN-S , butthisformation

hasatrendofE-W inthenortheasternpart.Intheeasternpartofthedistrict,

theMobetsuFormationhasagentlebasinstructure , resultedfromthesubsidence

ofMiocenegraben

EconomicGeology

ManysmallsizeepithermalAu-Ag(Numanoue , Otowa , Yasoshi , Kamishokotsu

andSan-no) , Cu-Pb-Zn(Motomonbetsu)andHg(Ryushoden, Kamishok川su

andYasoshikohdonosawa)depositshavebeendiscoveredinthedistrict.These

depositsoccurinNeogenesedimentaryandvolcanicrocksanddikerocks.

MineralizationagesofAu-AgdepositsestimatedfromK-Ardatingofadulariain

andaroundquartzveinsrangefrom14.3Mato12.7Ma.
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